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幼稚園児の母親における栄養知識と
実践の実態
　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　をを
玉木　民子・伊藤　フミ・岡田　玲子
A Survey on the Nutritive Knowledge and Practice 
of the Kindergarteners' Mothers 
by 
Tamiko Tamaki, Fumi Ito, Reiko Okada
1　は　じ　め　に
　　　　　　　　　　　　1）2　3　
　筆者らは幼児の食生活研究の一端として，食生活運営に必要な基礎的栄養知識の定着度と，それ
が実生活にどのように実践されているかを把握することによつて，栄養教育上の示唆を得たいと思
い，今回幼稚園児の母親を対象にその実態調査を行う機会に恵まれ，その結果を次のようにまとめ
たので，これを報告したい。
　　　皿　調　査　方　法
　1．時期：1981年6月　　　　　　　　　　　　が
　2．対象：新潟市内の幼稚園6園に通園している3歳～6歳の園児の母親254名
　3．方法：表1に示すような試案的栄養知識テスト（16問）1枚及び実践度をみようとする質問
用紙（21項目）1枚から成る2枚の質問用紙を配布し，その場で記入してもらう方法によつた。
　得られた成績より母親の年齢や育児経験による違いを見いだすために園児の出生順位別に検討し
た。第1子82名（男児41名・女児41名），第1子以外すなわち第2子と第3子（以下第2・3子と
いう）80名（男児35名・女児45名）を乱数表を用いて無作為抽出し，それぞれ母親の属性，試案的
栄養知識に関するテストの得点及び実践度調査の応答状況，対象児の身体発育状況並びに週日1日
　　　　　　　　　　　　　　　　　4）の献立バランス評価（新潟県栄養士会案）等について比較検討した。
皿　結果及び考察
1．対象児の身体発育状況
　対象児の平均身長および平均体重の値は表2のとおり，男女児ともに第1子の方がわずかにすぐ
れていた。なお，平均年齢は4・7土0・7歳であった。
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表1　試案的栄養知識テスト
※Na．　アンケートその二　　年齢（ 歳）氏名（ ）お子様の名前（ ）
i次の問いについてあなた力職てあてはまる記号を○で囲んでください。
4
5
6
7
8
9
ユ0
1ユ
12
13
14
ユ5
16
食生活と健康との関係は一一ア．大変深い　　イ．深い　　ウ．多少関係がある
幼児期の食生活は一ア．大切である　イ．生涯の食生活の基礎を築く　ウ．それ程大切とは思わない
乳児期の栄養について一ア．どの面から見ても母　イ．調整粉乳がよく出　ウ．母乳が出なければ人
　　　　　　　　　　　　　乳が秀れているので飲　　来ているので，母乳　　工栄養でも仕方がない
　　　　　　　　　　　　　ませる努力が大切であ　　も人工栄養も結果的
　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　には変りがない
乳児は発育にともない栄養一ア．生後4～5か月か　イ．生後7～8か月か　ウ．生後1か年から始
要求量が増加するので，離　　　ら始めるのがよい　　　ら始めるのがよい　　　めるのがよい
乳の準備は
幼児は穀類から1日のエネルギー所要量の一ア．約20％　　イ．約40～50％　　ウ．約70％
何％を摂るのが望ましいでしょうか。
血や肉になるたん白質につ一ア　卵・魚・肉などの
いて　　　　　　　　　　　　　動物性たん白質は幼
　　　　　　　　　　　　　　　児の発育に大変効果
　　　　　　　　　　　　　　　があり，欠かすこと
　　　　　　　　　　　　　　　が出来ない
イ．動物性たん白質も
　植物性たん白質も幼
　児の発育にとっては
　同様の効果がある
幼児はたん白質のうち動物性たん白質を何％位摂るのが一ア．約30％　　イ．
望ましいでしょうか
幼児期の油脂類の摂り一ア．バターなどの動物性脂　イ．動物性脂肪を植物
方について　　　　　　　肪は消化がよいので，多　　性油脂も栄養的効果
　　　　　　　　　　　　　く幼児に摂らせたい　　　　は変わらない
幼児に必要な1日分のカルーア．2本（400neの飲む　イ．3本（600mee）飲む
シウムを牛乳だけから摂取　　　のが望ましい　　　　　のが望ましい
するには
スナック菓子について一一ア．塩分や添加物の摂　イ，砂糖分が少ないの
（例えばポテトチップ，カ　　　りすぎが懸念される　　で虫歯予防の上から
一ル，コーンスナックなど）　　ので，なるべく減ら　　安心して与えてよい
　　　　　　　　　　　　　　　したい
インスタント食品につ一ア．便利でおいしいの　イ．必要な時に適宜利
いて　　　　　　　　　　で積極的に活用する　　用する
ウ。穀類や豆類に含ま
　れるたん白質は動物
　性たん白質よりも，
　幼児の発育に効果が
　ある
約10％　　ウ．約50％
ウ．動物性食品に含ま
　れる脂肪にかたよら
　ない方がよい
ウ．4本（SOOme）飲む
　のが望ましい
ウ．塩分の摂りすぎが
懸念されるので，な
　るべく減らしたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ．添加物や過酸化脂質の
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含まれ方が心配なので，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吟味して用いる
コーラや炭酸飲料に一ア．糖分が多いので多　イ．子供の飲み物とし　ウ．糖分やリン酸塩の心配が
ついて　　　　　　　　　く飲ませたくない　　　てふさわしいと思う　　あるので飲ませたくない
次の献立の中で不足している食品群の記号を空欄に記入してください。
　ア．穀類・いも類イ。油脂類ウ．豆・魚・卵・肉類工．乳・小魚・海草類
　オ．淡色野菜・果物　力．緑黄色野菜
A院密：♂レンジジユース・サラダ（じゃがいも・ハム・きゆう 不足している食品群は
Bl講鱗鰭窟爲き鱒物（きゆうり），卵焼き（卵・釧不足して・・る飾群は
次の食品の中から歯を丈夫にすると思われる食品を3つ選んで（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　（　　　）（
　ア．果物　　イ．卵　　ウ．肉　　工．牛乳　　オ．野菜　　力．いも類
次の野菜の中から緑黄色野菜を3つ選んで（）に記号を記入してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）　（
　ア．トマト　イ．枝豆　ウ．人参　工．きゅうり　オ．さやえんどう
　ク．キャベツ　ケ．玉ねぎ　コ．とうもろこし　サ．ブロッコリー　シ．
幼児食の調理の味付け（塩味）は材料の目方の一ア．1％以下にしたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ．2％位にしたい
）に記号を記入してください。
　　　）（
キ．小魚
カ．赤かぶ
　グリンピース
イ．1．5％位にしたい
（）キ
）
　　　　）
ほうれん草
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表2　対象児の身体発育状況
身長cm（対昭和60年推計値比）
一X
S．D． C．V．
男
日しーノ
第　ユ　子
女
日しシ
ユ04．2
（98．5）
第2・3子
第　1　子
第2・3子
103．8
（98．1）
105．0
（100．0）
103．5
（98．1）
7．1
（3．7）
6．8
（3．8）
6．6
（3．6）
6．4
（3．7）
7．4
（5．2）
7．0
（5．2）
6．6
（4．1）
6．4
（4．2）
体重鱈（対昭和60年推計値比）
一X
S．D． C．V．
17．O
（97．6）
ユ6．9
（96．6）
　17．3
（ユ02．0）
16．6
（96．8）
2．5
（9．6）
ユ4．7
（9．8）
2．7t
（ユ1．o）1
　　　［
16．0
（11．4）
　3．2
（ユ6．5）
　2．5
（10．5）
18．5
（16．2）
15．1
（10．8）
2．母親の属性
　第1子の母親の年齢は30～32歳，第2・3子の母親は33～35歳であり，殆んどが主婦専業であつ
た。
3．母親の栄養知識
　　試案的栄養知識テストにおける正解率（％）及び第1子と第2・3子の問の有意差検定について
　表3に示した。
　　（1）第1子より第2・3子の母親の方にすぐれた解答が認められた質問項目は，　「幼児は穀類か
　ら1日のエネルギー所要量の何％位を摂るのが望ましいか。」の質問，コーラや炭酸飲料について
　の質問，歯を丈夫にすると思われる食品を選ぶ質問等の3項目で，母親の育児経験による必然性を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・静　考えさせられた。
　　（2）両者とも正解率が高く有意差の認められなかった項目は，乳児期の栄養及び離乳の準備時期
　の質問であり第1子の若い母親の方がやや高いのは育児記憶が新しいせいであろうか。またスナツ
　ク菓子やインスタント食品等についての質問で正解率が高く，情報化社会の影響とも考えられる。
．　（3）両者とも正解率の低かった項目は，塩味のパーセント問題を除く穀物エネルギー比や蛋白質
　比などのパーセントに関する質問及び食品群や食品を選ぶ質問等に多くみられ，基礎的な栄養知識
　が食卓の上にまでは，いまだ及ぼず，具体的な生活に密着して理解されるように努力することがこ
　れからの課題のように考えられる。
4．　食生活実践の実態
　実践度調査結果については表4に示すとおりである。第1子の母親と第2・3子の母親の応答状
況による違いは5項目において有意差が認められたものの，両者の食生活の傾向はほとんど同じく
次に述べる状況であった。
　（1）朝食の摂食状況は割合良い成績ではあるが1食1食の栄養のバラソスに注意していると答え
たのは23・O％，24・3％とかなり低く，今後の指導上の大きな問題点と考えられる。1食1食の配慮
から大切な栄養のバランスが摂れることを実践させたい。
　（2）牛乳・緑黄色野菜・海草の摂取状況については，牛乳を1日に飲まないこともある幼児が第
1子，第2・3子とも23・O％と低率であることをはじめ，緑黄色野菜は毎食摂るようにしているの
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　　表3　試案的栄養知識テストの応答状況
栄養知識テスト質問事項
正解率（％）
第・子1第2・5子
x2汳
1．乳児期の栄養について 83．8 81ユ1
2．離乳の準備について 86・5【8…1
3．幼児は穀類から1日のエネルギー所要量の何％位を摂るのが望まし
　いか。
37．8 51．4 P〈0．05
4．卵・魚・肉などの動物性蛋白質について 59・5　158ユ
5．幼児は蛋白質のうち動物性蛋白質を何％位摂るのが望ましいか。 37・8　1・2・41
6．幼児期の油脂類の摂り方について 69．0 62・2i
7．幼児に必要な1日のカルシウムを牛乳だけから摂取するには何本飲
　むのが望ましいか。
58．2 51．4
8．スナック菓子について 7・・3　166・3【
9．インスタント食品について 7s・4　17剣
ユ0．コーラや炭酸飲料について ・3・61・S・4　1・〈…5
11．幼児期の調理の味付け（塩味）は材料の目方の何％が望ましいか。 69．0 64・9　1
12．献立の中で不足している食品群を2つ選んで下さい。
　（A）パン，バター，オレンジジュース，サラダ（じゃがいも，ハム，
　　きゅうり，マヨネーズ）
　（B）ご飯，味噌汁（味嗜，いも，大根），きゆうり漬，卵焼ぎ（卵，
　　油，砂糖，塩），付け合せ（トマト，キャベツ）
33．8
29．7
36．5
21．6
13．歯を丈夫にすると思われる食品3つを選んで下さい。 ・・S　12・・3「・〈…5
ユ4．緑黄色野菜を3つ選んで下さい。（12種類の食品の中から） 48・7　132・4　1
は第1子35・1％，第2・3子36・5％，海草は1日1回は摂るようにしているのは第1子18・9％，第
2・3子28・4％と，幼児の食生活上特に注目される項目についての応答率がかなり低率であり，基
礎的知識の修得とともに実践度の面での一層の強化指導の必要性を痛感させられた。
　（3）対象児の週日の1日の献立のバランス評価得点は両者とも，朝・昼・夕の三食別にみると夕
食の得点がやや高いものの，男女の平均値としては6点満点中4点すなわち「少し工夫がいる」状
況であった○（表5）
　（4）試案的栄養知識テスト（100点満点）と実践度調査（100点満点）の両得点とも，母親の年齢
や第1子かどうかの違いに大差はないものの，両得点間の相関性は表6に示すとおり，第2・3子
の母親の得点では低値ながら認められた（P＜0・01）。
　以上の結果より修得した栄養知識を具体的に実践面に生かす力はもう一息のように思われ，栄養
教育のより一層の努力を痛切に感じた。
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表4　実践度調査の応答状況
実践度調査質問事項
応答率（％）
隣・子第2・3子
♂検定
1．健康状態は病気がちである。 1．4 0
2．虫歯がない。
33・8　i
32．4
3．生後3ヵ月までの主な栄養は母乳であった。
43・2　1 馴
4．離乳が順調に進められなかった。 副 ・・4　1
5．朝食は毎日食べている。 94．6 91・gl
6．間食の回数は1日2回以内である。
7s・4　i
79．8
7．甘味の多い菓子や清涼飲料水を摂らせないようにしている。 　　［44・61 5…1
8．1食1食の栄養のバランスに洋意している。
・4・3　1 23・・i
9．1日を単位に栄養のバランスに注意している。
73．・1 ・7・6　1
ユ0．ユ週間を単位に栄養のバランスに注意している。 1．4
9．5・〈・．・51
11．牛乳を1日2本以上摂る。
32・4　1 35・・1
ユ2．牛乳をユ日に飲まない事もある。 23．oi
　　l
23・・i
13．肉・魚・卵の何れかは毎食摂るようにしている。 54．1 4・・6　1・〈・…1
14．肉・魚・卵の何れかの摂り方は余りこだわらない。
・・i　1 12・21・〈…Sl
15．緑黄色野菜は，毎食摂るようにしている。 　　i35・il 36．51
　　1
16．緑黄色野菜の摂り方は余りこだわらない。 806 　19．5i
　t
17．海草は1日1回は摂るようにしている。 ◎ ユ副 28・41
18．小魚は1日1回は摂るようにしている。 23・・123・・｝
　　　　　　　　　　　　　　ノユ9．豆腐や納豆など大豆製品は1日1回は摂るようにしている。 5・・41
4s・6　1
20．コーラ・炭酸飲料はなるべく飲ませない。 5釧 69・・　1
2・．インスタント飾や加工飾はなるべく概ないよう心がけている．【 …s　1 78引
22．塩分の摂り方はあまりこだわらない。 0 14
23．塩分はできるだけ薄味にしている。 74．4 6刎・く…5
24．好き嫌いなく何でもよく食べる。 3・ユ1 29・7i
25．食事の量は少食である。 24．3
2・・3j
26．朝食の食べ方は毎回家族一緒に食べる。 66．3
66・3　i
27．朝食の食べ方はほとんど家族一緒に食べる事はない。 18．9 ・・51・〈…5
28．夕食の食べ方は毎回家族一緒に食べる。 48・71
51・4　］
29．夕食の食べ方はほとんど家族一緒に食べる事はない。 17・6i ・・51
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表5　週日ユ日の献立のバラソス評価（6点を満点とする）
朝 食
刻S・D・ic・V・
昼 食
刻S・D・IC・V・
夕 食
刻S・D・｝C・V・
男児
女児
第・子［・・31…123・3i　4・2i　1・313…14・7・・1123・4
第2・3子i3・gl・・333・34・3ユ・413・・24・8…　22・9
第1子44巨2127・34・・1・・4135・・1・・gl…12・・4
第2・3子1・・31・・2　127・9　14・・1i・4134・・1・・6　li・i　123・9
t一検定
｝・…
｝・…
表6　試案的栄養知識テストと実践度調査の得点ならびに両得点間の相関性
試案的栄養知識テスト得点
馴S・D・｛C・V・
実践度調査得点
刻S・D・IC・V・
両得点問の相関
γ ・険定
第子の母測75・87S・34　1・・…｝72・46　1・・圖ユ5・29…6471　・・SS・ユ1・・s・
第2・3子の母測75・23　i9・46　i・2・S7　173・24　in副ユS・42　1　・・3343　1　3・34S4　1・〈・…
（注：100点満点とする。）
rv　要 約
　栄養教育上の一一つの示唆を得る目的で，母親の栄養知識の定着度と実践の実態を把握しようと，
1981年6月に新潟市内の幼稚園児（平均年齢4・7±0・7歳）の母親を対象にして質問紙法による実態
調査を行い，得られた成績より，第1子の母親82名と第2・3子の母親80名との間の育児経験によ
る相違について検討した結果，次のような知見を得た。
　1．第ユ子の母親の年齢は30～32歳，第2・3子の母親の年令は33～35歳であり，ほとんどが主
婦専業である。
　2。対象児の身体発育状況は身長・体重共に第1子の平均値の方が男女共わずかにやや高い値を
爪した0
　3．週日1日の献立バランス評価については，第1子，第2・3子ともに平均4点で「少し工夫
がいる」状況であり，三食の中では夕食の評価が一番高い値ではあるが，両老間及び男女間におい
て有意差は認められなかった。
　4．試案的栄養知識テストと実践度調査の両得点問の相関性は第1子の母親では認められず，第
2・3子の母親では低値ながら認められた（P＜0・01）。実践度調査結果では牛乳・緑黄色野菜・海
草の摂取状況等についての応答率がかなり低率であった。
　本論文の要旨は第30回日本栄養改善学会（1983年10月21日）において発表した。
　終りにアンケート調査にご協力をいただいた各幼稚園の園長先生と御父兄の皆様方に深く感謝と
お礼の意を表します。
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